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研究開発の目的とロードマップ研究開発の目的とロードマップ研究開発の目的とロードマップ研究開発の目的とロードマップ
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デバイス技術：

Single ﾌｫﾄﾐｷｻ
通信技術：

ASK変調、コヒーレント検波

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻｱﾚｲ

通信技術：

多値変調、コヒーレント検波

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻｱﾚｲ

通信技術：

ASK変調、 コヒーレント検波

デバイス技術：

Single ﾌｫﾄﾐｷｻ
通信技術：

ASK変調、直接検波

30~40 Gbit/s, 1 m
50 Gbit/s, 10 m

100 Gbit/s, 50 m

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻ＋偏波多重

通信技術：

ASK変調、コヒーレント検波

目標： 100 Gbit/s, 10 m

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻｱﾚｲ+ ﾋﾞｰﾑｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
通信技術：

多値変調、コヒーレント検波

100 Gbit/s, 100 m

H25年度達成 H25~26

H26年度達成

H26~27年度達成

H27年度達成

研究開始時

距
離

ビットレート

H25年度目標年度目標年度目標年度目標

H27年度目標年度目標年度目標年度目標

50 Gbit/s, 20 m

H26年度目標年度目標年度目標年度目標

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻｱﾚｲ+ ﾋﾞｰﾑｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
通信技術：

多値変調、コヒーレント検波

100 Gbit/s, 超超超超100 m

デバイス技術：

ﾌｫﾄﾐｷｻｱﾚｲ+ ﾋﾞｰﾑｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
通信技術：

多値変調、コヒーレント検波

600GHz帯帯帯帯／／／／超超超超100 Gbit/s 
100 m

「通信技術」で目標を達成

（今後デバイス技術を組み合わ
せてさらなる高度化が可能）

300GHz300GHz300GHz300GHz帯で帯で帯で帯で100Gbit/s100Gbit/s100Gbit/s100Gbit/sの大容量信号をの大容量信号をの大容量信号をの大容量信号を100m100m100m100m伝送する無線通信伝送する無線通信伝送する無線通信伝送する無線通信のののの実証実証実証実証を目指したを目指したを目指したを目指した

世界初の世界初の世界初の世界初の100m100m100m100mリアルタイム伝送、リアルタイム伝送、リアルタイム伝送、リアルタイム伝送、QPSKQPSKQPSKQPSK変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム90Gbit/s90Gbit/s90Gbit/s90Gbit/s伝送に成功伝送に成功伝送に成功伝送に成功

今後今後今後今後はははは高出力送信技術を組み合わせ、超高出力送信技術を組み合わせ、超高出力送信技術を組み合わせ、超高出力送信技術を組み合わせ、超100m100m100m100m距離延伸技術として実用化展開を加速距離延伸技術として実用化展開を加速距離延伸技術として実用化展開を加速距離延伸技術として実用化展開を加速

放送分野でのスーパーハ放送分野でのスーパーハ放送分野でのスーパーハ放送分野でのスーパーハ

イビジョン（イビジョン（イビジョン（イビジョン（8K:72Gbit/s)8K:72Gbit/s)8K:72Gbit/s)8K:72Gbit/s)

の非圧縮無線伝送の非圧縮無線伝送の非圧縮無線伝送の非圧縮無線伝送

医療分野での手術室内医療分野での手術室内医療分野での手術室内医療分野での手術室内

での４での４での４での４KKKK映像のマルチ伝映像のマルチ伝映像のマルチ伝映像のマルチ伝

送（４送（４送（４送（４KKKK：：：：>6Gbit/s>6Gbit/s>6Gbit/s>6Gbit/s））））××××10ch10ch10ch10ch

実用化イメージ実用化イメージ実用化イメージ実用化イメージ



放射パターン（シミュレーション）

モノリシック集積フォトミキサアレイモノリシック集積フォトミキサアレイモノリシック集積フォトミキサアレイモノリシック集積フォトミキサアレイ

開発した技術（１）開発した技術（１）開発した技術（１）開発した技術（１）
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300GHz帯デバイス技術
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4アレイ動作

単ch動作

9ｄＢ（8倍）

帯域約50GHz

単方向性放射アンテナ単方向性放射アンテナ単方向性放射アンテナ単方向性放射アンテナ

・フォトミキサ・フォトミキサ・フォトミキサ・フォトミキサ4444アレイアレイアレイアレイ××××
アンテナアンテナアンテナアンテナ4444アレイの集積アレイの集積アレイの集積アレイの集積
デバイス開発デバイス開発デバイス開発デバイス開発
・空間合波によるパワー・空間合波によるパワー・空間合波によるパワー・空間合波によるパワー
増大実現増大実現増大実現増大実現
・・・・300GHz300GHz300GHz300GHz帯広帯域動作帯広帯域動作帯広帯域動作帯広帯域動作
・ビームステアリング機・ビームステアリング機・ビームステアリング機・ビームステアリング機
能確認能確認能確認能確認

・裏面フローティング導体型アン・裏面フローティング導体型アン・裏面フローティング導体型アン・裏面フローティング導体型アン
テナを発明テナを発明テナを発明テナを発明
・放射利得・放射利得・放射利得・放射利得10dBi10dBi10dBi10dBiを実現を実現を実現を実現

・放物面鏡と・放物面鏡と・放物面鏡と・放物面鏡と導波管フィーダによるリフレクター型導波管フィーダによるリフレクター型導波管フィーダによるリフレクター型導波管フィーダによるリフレクター型
アンテナを開発アンテナを開発アンテナを開発アンテナを開発しししし利得利得利得利得54dBi54dBi54dBi54dBiを実現を実現を実現を実現



開発した技術（２）開発した技術（２）開発した技術（２）開発した技術（２）
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300GHz帯伝送技術

300GHz300GHz300GHz300GHz帯送受信機帯送受信機帯送受信機帯送受信機100m100m100m100m高利得伝送路高利得伝送路高利得伝送路高利得伝送路

300GHz300GHz300GHz300GHzキャリア位相安定化システムキャリア位相安定化システムキャリア位相安定化システムキャリア位相安定化システム

光周波数

コム

発生器

光アンプ

UTC-PD

位相変調器
位相安定化

システム

位相安定化

システム

光

フィルタ

光

フィルタ

・二光波間の光位相検出・安定化制御技術を確立・二光波間の光位相検出・安定化制御技術を確立・二光波間の光位相検出・安定化制御技術を確立・二光波間の光位相検出・安定化制御技術を確立

・放物面鏡と折り・放物面鏡と折り・放物面鏡と折り・放物面鏡と折り
返しミラーによ返しミラーによ返しミラーによ返しミラーによ
るるるる100m100m100m100m伝送路伝送路伝送路伝送路
を構築を構築を構築を構築

・送受信機の同・送受信機の同・送受信機の同・送受信機の同
期により期により期により期によりリアルリアルリアルリアル
タイムビット誤りタイムビット誤りタイムビット誤りタイムビット誤り
率測定率測定率測定率測定を実現を実現を実現を実現

50 m

ミラー

SHMUTC-PD
アンテナアンテナ

・・・・THzTHzTHzTHzキャリア周波数の位相雑音大幅低減を実現キャリア周波数の位相雑音大幅低減を実現キャリア周波数の位相雑音大幅低減を実現キャリア周波数の位相雑音大幅低減を実現

・光変調技術による・光変調技術による・光変調技術による・光変調技術によるTHzTHzTHzTHz変調変調変調変調

・・・・SHMSHMSHMSHMによるコヒーレント検波によるコヒーレント検波によるコヒーレント検波によるコヒーレント検波



最終デモ実験最終デモ実験最終デモ実験最終デモ実験
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300GHz帯 50-Gbit/s OOK 100m伝送結果

-30 -25 -20 -15 -10

10-2

10-3

10-4

10-5

10-6

10-7

10-8

10-9

10-10

10-11

10-12

10-1

30 Gbit/s

10 ps

40 Gbit/s

10 
ps

50 Gbit/s

10 ps

30 Gbit/s

35 Gbit/s

40 Gbit/s

45 Gbit/s

50 Gbit/s

送信電力 (dBm)

ビ
ッ
ト
誤

り
率

偏波多重による偏波多重による偏波多重による偏波多重による
100 Gbit/s
可能性を確認可能性を確認可能性を確認可能性を確認

300GHz300GHz300GHz300GHz帯無線による世界初の帯無線による世界初の帯無線による世界初の帯無線による世界初の100m100m100m100mリアルタイム伝送リアルタイム伝送リアルタイム伝送リアルタイム伝送(OOK(OOK(OOK(OOK変調方式）変調方式）変調方式）変調方式）、ならびに、ならびに、ならびに、ならびにQPSKQPSKQPSKQPSK

変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム変調方式によるリアルタイム90Gbit/s90Gbit/s90Gbit/s90Gbit/s伝送（シングルチャネルでは世界最高速度）に成功伝送（シングルチャネルでは世界最高速度）に成功伝送（シングルチャネルでは世界最高速度）に成功伝送（シングルチャネルでは世界最高速度）に成功


